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○目的

○仮説

○実験

本来ゴミとして捨てられてしまう消しゴムのかす
を鉛筆の成分の黒鉛と消しゴムの成分の塩化
ビニルに分離し、再び消しゴムを作り出す。

・各手順の詳細
①

消しゴムのかすを冷凍庫に入れ、脆くする。凍
らしたあとすりつぶす。

②
ふるい目が1mm、500μm、250μmの物を使用。
①で粉末化した消しゴムのかすを最初に1mm
のふるいに通し、通したものを次に500μmのふ

るいに通す。そこで通らなかった消しゴムのか
すの大きさは500μm～1mm(サンプルB)である。
同様に500μm、250μmのふるいを使用し、大き
さを250μm～500μm(サンプルA)に揃える。

・概要
①消しゴムを粉末化する

②ふるいを用い、消しゴムのかすを大きさごと
に分ける
③その大きさをストークスの式に代入する
④装置に消しゴムのかすを入れる

サンプルB

消しゴムのかすは消しゴムの成分である塩化
ビニルの中に黒鉛が入り絡んでいる状態であ
る。よって黒鉛の粒子ほどの大きさに粉末化で
きれば、物質間の密度の差異を用いて分離で
きるのではないか。

サンプルA①の消しゴムのかす

・代入する値
（オレンジ：変数、水色：定数）

③
ストークスの式とは小さな粒子が流体中を沈
降する速度を表す式で、次のように表せられ
る。

vs：終端速度;[m/s]
Dp：粒子径;[m]
ρp：粒子の密度;[kg/m3]
ρf：流体の密度;[kg/m3]
g：重力加速度;[m/s2]
η：流体の粘度;[Pa･s]

・サンプルAの場合
塩化ビニルの沈降速度(最速）
０．０６１６・・・ｍ/ｓ

６．２ｃｍ/ｓ
黒鉛の沈降速度（最遅）
０．０４６０・・・ｍ/ｓ

４．６ｃｍ/ｓ
・サンプルBの場合
塩化ビニルの沈降速度（最速）
０．１３８８・・・ｍ/ｓ

１３．９ｃｍ/ｓ
黒鉛の沈降速度（最遅）
０．１８４１・・・ｍ/ｓ

１８．４ｃｍ/ｓ

・計算結果

Dp：粒子径;[m]
A 0.00025（黒鉛）

0.00050 （塩化ビニル）
B 0.00050（黒鉛）

0.00075（塩化ビニル）

ρp：粒子の密度;[kg/m3]
塩化ビニル 1400
黒鉛 2200

ρf：流体の密度;[kg/m3]

水 997

g：重力加速度;[m/s2]
9.81

η：流体の粘度;[Pa･s]
0.000890

④

自作の装置に粉末化した消しゴムのかすを入れ、分
離する。

水を黒鉛の最も遅い沈降速度よりも遅くになるように
量を調整する。これにより、図のように塩化ビニルの
み集めることができる。（水量の調整方法はまだ確定
していない。）
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水量の調整方法が確定してないため結果は
得られていない。

○結果

装置の写真 装置の図
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